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１．まえがき  

GPSを利用した盛土の品質管理システムは，空港造成，フィルダムなど比較的広大な面積を水平に施工する

工事においては，適用事例が多くなってきている．一方，造成工事においては，GPSの受信状況の不確実性，

排水勾配の確保，盛土ヤードの分散，切盛土工の同時施工などの問題点が多く，有効に適用することが難しい

場合が多い．本報は，３次元データを用いた土工事施工支援システム1) 2)（以下，本システム）を導入するこ

とでこれらの問題を解決し，大規模造成工事に本格的に適用した事例を報告するものである． 

２．工事概要  

図-1 工事概要
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今回，本システムを導入した宮城県土地開発公社発注の仙

台北部中核都市奥田地区工業団地整地工事（以下，本工事）

は，全体で面積約 124ha（土工量 525 万m3）にも及ぶ広大な

土地を工業団地として造成するもので，このうち１期エリア

は，平成 20 年 6 月より 9 月までの 4 ヶ月間で約 250 万m3（面

積約 44ha）の切盛土工を行い，整地工，排水工，法面植生工

等の後工程を 11 月までに完了させるという非常に厳しい工

程であった．このため，重機土工は造成工事では稀な昼夜間

施工を実施した（図-1）． 

３．盛土の施工管理 

（１）品質管理基準の設定 

本工事の盛土の品質管理基準は，RI計器による締固め管理において「締固め度 90％以上」または「空気間

隙率 13％以下」とされていたが，現場にて主に発生する盛土材は第三紀の凝灰岩（軟岩）の掘削土であり，

スレーキング率が 40～70％と大きく，自然含水比が最適含水比（wopt=30.7％）より大きく湿潤側（wopt+10％）

にある材料であったことから，空気間隙率による管理とした． 

本工事では，盛土工事のスピードアップを図るため，大型の振動ローラ（起振力 35t 級）を導入し，１層の

締固め厚さを 60cm と大きくする「締固め層厚の厚層化」を実施した．この厚層施工の品質管理には，仕上り

厚さと振動ローラによる転圧回数を規定する工法規定方式と，簡易かつ短時間に深部での密度を確認する品質

管理手法が必要となる．今回は，試験施工において，転圧回数毎に２孔式 RI 測定器による深度別（5cm 区間

平均）の密度（空気間隙率）測定と表面型 RI 測定器による表層部での密度測定を同時に実施し，深部と表層

部の密度勾配を確認した．そして，盛土下層部 30cm における密度の

平均値が管理基準値を満足する転圧回数および表層部での管理基準

値を規定し，実施工に適用した（表-1）． 

表-1 工法規定

項目 単位 規定値

仕上り厚 (cm) 60 以下

転圧回数 (回) 6 以上

表層部での空気間隙率 （%） 9.0 以下（２）土工事施工支援システム 

工法規定方式には，GPS を用いて転圧機械の位置や軌跡を計測し，データ処理，記録を行い，転圧回数管理

を行うシステムが開発されているが，夜間施工においても安全に精度よく管理することが必要なため，今回，

無線 LAN，GPS，3D-CAD，データベース，Web サーバーにて構成される本システムを導入し，リアルタイム

 キーワード 3D-CAD，GPS，情報化施工，造成，厚層締固め，スレーキング 

 連絡先   〒108-8502 東京都港区港南 2-15-2 B 棟 （株）大林組土木本部生産技術本部基盤技術部 TEL03-5769-1322



かつ高品質な施工管理を実施した．以下，本システムの運用概要を示す（図-2）．  
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図-2 本システムの運用概要図

 予め設計図書の現況平面図および計

画平面図，断面図等（２次元情報）

から，高さデータを読み取り３次元

データに変換する． 

 3D-CAD が導入された管理用 PC に

て，重機への施工指示情報（施工エ

リア，敷均し高さ〔ブルドーザ〕，規

定転圧回数〔振動ローラ〕）を作成し，

データベースサーバー（以下，DB

サーバー）に登録する． 

 システムを搭載した各重機は，無線

LAN を介して施工指示情報を取得

し，キャビン内モニター画面を見な

がら施工を行う． 

 ブルドーザのモニター画面は，敷均

し高さと計画高さとの差を 50cm メ

ッシュで色分け表示する．同様に，

振動ローラの場合は転圧回数毎に色

分け表示する．この画面をオペレー

タはリアルタイムに確認しながら作

業するため，過不足のない高精度な施工が実現できる．  

 施工完了と同時に施工データは無線にて事務所 DB サーバーに

送信，登録され，施工結果は管理用 PC にて随時確認できる．ま

た，一日に 2 回（朝・夕）Web サーバーに登録される． 

 日々の計測データ（RI 計測データ）を Web サーバーに登録し，

任意の場所で帳票作成を行う（図-3）．  

 振動ローラの施工結果は，転圧回数および標高のデータが取得で

きるため，この 3D-CAD データから出来形面（サーフェス）を

作成し，出来形管理，土工量算出を行う（図-4）．  

図-3 盛土品質管理日報

図-4 土工出来形サーフェス

４．まとめ  

本システムは，施工管理の合理化に伴う品質保証の向上に加え

て，従来必要であった現場での人力作業（丁張設置，転圧回数確

認等）が省力化でき，安全性の向上効果も非常に大きい．このた

め，夜間施工においても昼間と全く同様の施工効率を確保するこ

とができ，１期エリアの厳しい工程をクリアしたことから，工程

管理上もかなり有効なシステムであることが確認できた． 
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